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　四国各県の林務担当部局、（独）森林総合研究所四国支所、同林木育種セ

ンター関西育種場、同森林農地整備センター中国四国整備局参加のもと、林

野庁担当官を招き第 37 回四国林政連絡協議会を開催。

� 【詳細は２頁】

四国林政連絡協議会の様子
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九
月
七
日
、
四
国
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
四
国
各
県
の

林
務
担
当
部
局
、
（
独
）
森
林

総
合
研
究
所
四
国
支
所
、
同

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
関
西
育

種
場
、
同
森
林
農
地
整
備
セ

ン
タ
ー
中
国
四
国
整
備
局
参

加
の
も
と
、
林
野
庁
か
ら
担

当
官
の
出
席
を
得
て
第
三
七

回
四
国
林
政
連
絡
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
会
長
の
新

木
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、

「
こ
の
協
議
会
は
、
四
国
地

区
に
お
け
る
民
有
林
行
政
と

国
有
林
野
の
管
理
経
営
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
森
林
の

適
正
な
整
備
及
び
林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
に
資
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
こ
の
協
議

会
を
機
に
、
今
後
と
も
、
ご

参
加
の
各
構
成
機
関
と
、
よ

り
一
層
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

森
林
・
林
業
等
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
、
情
報
交
換

等
を
行
い
、
今
後
の
方
向
を

見
定
め
て
い
き
た
い
。
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
開
催
県
で
あ
る
高
知

県
の
田
村
林
業
振
興
・
環
境

部
長
と
林
野
庁
計
画
課
川
村

全
国
森
林
計
画
班
担
当
課
長

補
佐
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
「
四
国
山
の
日
賞
」

選
定
団
体
の
報
告
・
審
議
、
林

野
庁
の
重
点
施
策
で
あ
る
森

林
・
林
業
基
本
計
画
と
全
国
森

林
計
画
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
機
関
か
ら
施
業
集

約
化
、
路
網
整
備
、
人
材
育

成
に
関
す
る
取
組
状
況
や
課

題
等
に
つ
い
て
の
話
題
提
供

や
、
各
県
の
林
業
振
興
施
策

の
説
明
、
森
林
総
合
研
究
所

に
お
け
る
林
業
再
生
に
資
す

る
各
種
研
究
事
例
や
国
有
林

と
の
連
携
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の

説
明
に
関
し
て
各
機
関
か
ら

は
活
発
な
意
見
や
要
望
が
出

さ
れ
、
有
意
義
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 ｢

第
一
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会｣

を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

　
平
成
二
三
年
八

月
三
〇
日
、
高
知
県

吾
川
郡
い
の
町
に
お

い
て
、
平
成
二
三
年

度
第
一
回
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日

は
好
天
に
恵
ま
れ
、

四
国
四
県
か
ら
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
一
四
名

が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
初
の
見
学
地
で

あ
る
桐
ノ
サ
コ
国
有
林
で
は
、

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
が
取
り

組
ん
で
い
る
人
工
造
林
地
に

お
け
る
保
育
作
業
の
省
力
化

試
験
地
に
つ
い
て
、
試
験
内

容
と
現
状
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
併
せ
て
育
成
途
上
の

造
林
地
を
間
近
で
見
学
し
ま

し
た
。

　

次
に
吉
野
川
上
流
域
の
天

然
林
の
見
学
を
寒
風
山
周
辺

の
瀬
戸
山
国
有
林
で
行
い
、

四
国
の
植
生
の
垂
直
分
布
や

現
地
の
概
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
実
際
に
林
内
に
入
っ

て
、
天
然
林
と
人
工
林
と
の

違
い
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
嶺
北
森
林
管
理

署
早
明
浦
治
山
事
業
所
が
実

施
し
て
い
る
民
有
林
の
地
す

べ
り
対
策
事
業
施
工
地
に
移

動
し
、
国
が
直
轄
事
業
で
行
っ

て
い
る
地
す
べ
り
対
策
工
事

に
つ
い
て
、
施
設
の
概
要
や

必
要
性
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

　
四
国
林
政
連
絡
協
議
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

モニター勉強会
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平
成
二
二
年
度
に
施
工
し
た

ア
ン
カ
ー
工
や
集
水
井
、
現

在
工
事
中
の
床
堀
の
状
況
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
勉
強
会
に
参
加
し

た
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
、
天

然
林
と
人
工
林
の
違
い
、
吉

野
川
源
流
域
の
森
林
の
状
況

や
四
国
森
林
管
理
局
で
行
っ

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
直

接
目
に
し
、
説
明
に
大
変
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
活
発
に
質
問

や
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
、
理

解
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　『
夏
休
み
木
工
教
室
』
開
催

　
　

～
「
カ
ッ
パ
カ
エ
ル
の
貯
金
箱
」

　
　
　
　
　

「
ふ
く
ろ
う
付
き
鉛
筆
立
て
」

　
　
　
　
　
　
　

「
コ
ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
」
作
製
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

介
良
潮
見
台
小
学
校
第
一

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
外
四
カ

所
、
高
知
市
初
月
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
外
三
カ
所
よ
り
講
師

依
頼
が
あ
り
、
高
知
市
内
の
小

学
生
及
び
保
護
者
約
四
〇
〇

名
を
対
象
に
七
月
二
七
日
か

ら
八
月
二
五
日
ま
で
の
約

一
ヶ
月
間
に
森
林
環
境
教
育

を
実
施
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
森
林
教
室
及
び
木

工
教
室
で
す
。

　

森
林
教
室
で
は
、
森
林
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
森
林
の
働
き
を
紙
芝
居

で
説
明
し
、
そ
の
後
、
森
林

か
ら
の
「
お
く
り
も
の
」
で

あ
る
、
小
枝
（
森
林
整
備
か

ら
発
生
し
た
物
）
及
び
竹
を

使
っ
て
の
木
工
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
先

生
と
と
低
学
年
の
児
童
が
主

体
で
、
保
護
者
の
方
も
い
な
い

こ
と
か
ら
、
事
前
に
各
パ
ー
ツ

に
加
工
し
た
も
の
使
っ
て
『
コ

ロ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
』
を
作
製
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
、
『
ふ
く
ろ

う
付
き
鉛
筆
立
て
』
、
『
カ
ッ
パ

カ
エ
ル
の
貯
金
箱
』
を
作
製

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
市
教
育
委
員

会
が
主
催
し
た
各
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
「
親
子
夏
休
み

木
工
教
室
」
で
は
、
の
こ
ぎ

り
や
、
ナ
イ
フ
を
使
い
小
枝

等
加
工
し
て
『
コ
ロ
コ
ロ
ゲ
ー

ム
』
及
び
『
カ
ッ
パ
カ
エ
ル

の
貯
金
箱
』
を
作
製
し
、
特

に
の
こ
ぎ
り
で
竹
を
切
る
の

に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
製
の
「
国
際

森
林
年
ロ
ゴ
マ
ー

ク
パ
ズ
ル
」
や
、

け
ん
玉
ゲ
ー
ム
な

ど
、
ま
た
、
木
製

ゴ
ム
鉄
砲
射
的
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
実
施
し
た

木
工
教
室
を
、
夏

休
み
の
宿
題
の
自

由
研
究
課
題
と
し

て
い
る
小
学
生
も

い
て
、
熱
心
に
「
こ

の
木
の
樹
種
名
は
、

何
で
す
か
。
」
な
ど

の
質
問
を
さ
れ
る
お
母
さ
ん

も
い
ま
し
た
。
こ
の
教
室
が
、

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
た

く
さ
ん
の
児
童
、
先
生
、
保

護
者
の
方
に
森
林
教
室
等
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
少
し
で

も
森
林
・
林
業
に
興
味
を
持
っ

て
頂
き
、
森
林
の
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

森林教室（紙芝居）
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子
供
達
と
一
緒
に

　
　 

飛
ば
す
ぞ
ー

　

ー
森
林
環
境
教
育

　
　
　

 

サ
ポ
ー
ト
講
座
ー

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

森
林
環
境
教
育
に
関
す
る
指
導

者
の
裾
野
の
拡
大
を
目
的
と
し

て
、
七
月
二
六
日
に
高
知
県
の

先
生
方
七
名
が
参
加
の
も
と

四
万
十
市
立
津
野
川
小
学
校

で
、
八
月
二
日
に
は
愛
媛
県
の

先
生
方
一
一
名
が
参
加
の
も
と

松
野
町
立
松
野
西
小
学
校
で
、

森
林
環
境
教
育
サ
ポ
ー
ト
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
作

成
し
た
教
科
書
補
完
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
か
ら
「
空
飛
ぶ
種
子
」

「
土
壌
に
す
む
生
物
」
と
、
例

年
人
気
の
「
炭
焼
き
体
験
」「
木

工
ク
ラ
フ
ト
」
を
実
践
し
ま
し

た
。

　

「
空
飛
ぶ
種
子
」
で
は
、
植

物
が
様
々
な
方
法
で
種
子
を
散

布
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
後
、

マ
ツ
や
カ
エ
デ
の
種
子
、
自
分

た
ち
が
色
紙
や
ス
ー
パ
ー
ス
チ

レ
ン
で
作
っ
た
マ
ツ
、
ニ
ワ
ウ

ル
シ
・
ラ
ワ
ン
な
ど
の
種
子
の

模
型
が
飛
ぶ
様
子
を
、
風
洞
装

置
を
使
っ
て
再
現
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
植
物
の
種
子
の
中
で

一
番
大
き
い
翼
果
を
持
ち
、
遙

か
遠
く
ま
で
飛
散
し
て
繁
殖
す

る
と
言
わ
れ
る
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ

の
種
子
の
模
型
も
作
り
ま
し

た
。
薄
い
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
に
、

種
に
見
立
て
た
コ
ル
ク
を
貼
り

合
わ
せ
た
だ
け
の
簡
単
な
構
造

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
ソ
ミ

ト
ラ
の
模
型
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

よ
う
に
遠
く
ま
で
飛
び
参
加
者

一
同
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
土
壌
に
す
む
生
物
」
で
は
、

約
一
ヶ
月
前
に
校
庭
に
埋
め
て

お
い
た
野
菜
な
ど
の
生
ゴ
ミ
、

落
ち
葉
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
掘
り
起
こ
し
、
土
の
臭
い
を

嗅
い
だ
り
し
て
腐
り
具
合
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
顕

微
鏡
で
微
生
物
を
見
つ
け
る

と
、
日
常
生
活
で
は
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
土
壌
の
世
界
に
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
炭
焼
き
体
験
」
で
は
、
折

り
紙
の
鶴
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
が

炭
に
な
る
こ
と
に
驚
き
、
ま
た
、

林
業
（
下
草
刈
り
）
体
験

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
、
次
々

に
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
完
成
し

て
い
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
空
飛
ぶ
種
子
は
、
簡
単

に
作
れ
て
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
子
供
達
に

や
ら
せ
た
い
」
「
木
に
ふ
れ
合

う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
木
の
あ
た
た
か
み
を
感
じ

ら
れ
て
と
て
も
満
足
」
等
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
次

回
の
企
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
一
一
日
（
日
）
大
道
マ

ツ
再
生
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

空飛ぶ種子（模型作成中）

で
い
る
高
知
県
高
岡
郡
四
万
十

町
古
屋
山
国
有
林
に
お
い
て
、

「
林
業
（
下
草
刈
り
）
体
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
元
の
昭
和
中
学

校
・
四
万
十
高
校

か
ら
、
先
生
・
生

徒
一
二
名
と
、
地

域
の
方
々
等
、
合

計
二
五
名
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
の

う
ち
に
雷
雨
が
あ

り
開
催
を
心
配
し

ま
し
た
が
、
現
地

へ
着
く
頃
に
は
雨

も
上
が
り
太
陽
が

生徒達も頑張ってます
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顔
を
の
ぞ
か
せ
、
絶
好
の
下
草

刈
り
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
セ
ン
タ
ー
所
長

が
大
道
マ
ツ
再
生
事
業
の
説
明

を
行
い
、
職
員
が
下
刈
り
の
方

法
を
実
演
を
し
た
後
、
実
際
の

作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
中
に
は
、
林
内
の
歩

行
に
慣
れ
て
い
る
生
徒
が
い
れ

ば
、
初
め
て
と
い
う
生
徒
も
お

り
、
そ
の
足
下
は
と
て
も
お
ぼ

つ
か
な
い
も
の
で
し
た
が
、
そ

こ
は
反
射
神
経
抜
群
の
若
者

達
、
十
分
も
し
な
い
う
ち
に
歩

き
方
、
鎌
の
使
い
方
と
も
に
上

手
に
な
り
、
予
定
し
て
い
た
時

間
内
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
達
か
ら
は
、
「
草
を
切

る
感
触
が
楽
し
か
っ
た
」
「
こ

の
作
業
で
マ
ツ
が
大
き
く
な
る

と
思
う
と
嬉
し
い
」
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
日
本
最
古
の

複
層
林
と
言
わ
れ
て
い
る
小
椎

尾
山
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ス
ギ

 

ふ
れ
あ
い
高
城
の
森
で

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

八
月
三
日
、
釜
ヶ
谷
一
〇
三

林
班
の
「
ふ
れ
あ
い
高
城
の

森
」
で
（
社
）
高
知
林
業
土

木
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
高
城
の
森
（
四
．

五
九
ha
）
は
、
平
成
一
五
年

に
高
知
林
業
土
木
協
会
「
四

国
の
森
づ
く
り
に
参
加
す
る

会
」
と
協
定
を
締
結
し
、
以
来
、

間
伐
や
広
葉
樹
の
植
栽
な
ど
、

毎
年
二
回
、
森
林
整
備
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
協
会
か
ら
約
二
〇

名
と
当
署
か
ら
次
長
、
森
林

官
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
が

参
加
し
て
、
前
回
に
引
き
続

き
針
広
混
交
林
に
誘
導
す
る

た
め
の
広
葉
樹
の
植
栽
を
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
高
知
林

業
土
木
協
会
会
長
、
当
署
次

長
の
挨
拶
の
後
、
作
業
手
順

を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
こ

の
付
近
で
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
植
栽

 

皿
ヶ
峰
遊
歩
道
の

 

樹
木
名
板
を
立
て
替
え

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

木
に
は
樹
木
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

の
設
置
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

参
加
者
は
、
気
持
ち
の
良
い

汗
を
流
し
な
が
ら
、
約
二
時

間
か
け
て
一
〇
〇
本
の
広
葉

樹
を
植
え
込
み
ま
し
た
。

　

林
業
土
木
協
会
は
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮

や
木
材
生
産
・
森
林
整
備
事

業
の
た
め
の
治
山
事
業
や
路

網
整
備
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
で
は
森
林
吸
収
源
対
策

や
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
」
の
展
開
の
た
め
に
一
般

の
方
々
の
森
林
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

樹木ガード取付中

　

九
月
五
日
、
「
え
ひ
め
森
の

案
内
人
会
」
「
林
野
監
視
員
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

当
署
職
員
の
総
勢
二
二
名
に

よ
っ
て
皿
ヶ
峰
連
峰
県
立
自

然
公
園
の
皿
ヶ
峰
風
景
林
ま

で
つ
づ
く
遊
歩
道
沿
い
に
設

置
し
て
い
る
樹
木
名
板
の
立

て
替
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
き
な
災
害
を

起
こ
し
た
台
風
一
二
号
が
通

過
し
た
翌
々
日
で
朝
方
ま
で

の
上
層
木
が
植
え
ら
れ
て
か
ら

今
年
で
二
百
一
年
、
下
層
木
が

七
七
年
経
過
し
て
い
る
と
の
説

明
を
聞
き
、
そ
の
生
命
力
の
強

さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
後
も
こ
う
し
た
取
組
を
通
し

て
、
地
元
と
一
体
と
な
っ
た
「
大

道
マ
ツ
再
生
」
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

　

当
署
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
で
森

林
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
通

じ
て
、
森
林
の
持
っ
て
い
る
公

益
的
機
能
の
高
度
発
揮
や
市
民

の
理
解
と
協
力
が
進
む
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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雨
が
残
り
、
今
に
も
降
雨
と

な
り
そ
う
な
状
況
で
林
内
も

霧
が
か
か
っ
た
天
候
で
し
た

が
、
み
ん
な
で
樹
木
名
板
を

手
分
け
し
て
持
ち
、
新
し
い

樹
木
名
板
を
木
の
根
や
岩
を

避
け
て
立
て
、
古
い
樹
木
名

板
を
取
り
外
し
ま
し
た
。
え
ひ

め
森
の
案
内
人
会
・
林
野
監
視

員
の
方
々
の
手
際
よ
い
作
業
で

予
定
よ
り
も
早
く
立
て
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
樹
木
名
板
は
、
樹

 

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」

　
　
　
協
定
を
締
結

〈
高
知
中
部
森
林
署
〉

　

八
月
二
四
日
、
高
知
中
部

森
林
管
理
署
と
物
部
川
21
世

紀
の
森
と
水
の
会
は
別
府
山

国
有
林
五
二
林
班
（
一
・
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
係
る
「
ふ

れ
あ
い
の
森
に
お
け
る
森
林

整
備
等
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

物
部
川
21
世
紀
の
森
と
水

の
会
は
隣
接
す
る
林
小
班
お

よ
び
ヒ
カ
リ
石
国
有
林
九
一

林
班
に
お
い
て
も
当
署
と
同

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
日

頃
よ
り
国
有
林
野
事
業
に
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
国
際
森

林
年
で
も
あ
り
、
今
回
の
協

定
締
結
を
機
に
、
今
後
も
、「
流

域
の
み
ん
な
で
水
源
の
森
を

守
ろ
う
」
と
い
う
考
え
の
も

と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
く
だ
さ
る
住
民
の
方
々

と
一
丸
と
な
り
、
物
部
川
源

流
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い

く
と
の
決
意
を
新
た
に
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

一
一
月
に
は
地
ご
し
ら
え
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
防
護

柵
設
置
等
を
行
い
、
春
の
植
樹

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く

計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
署

も
活
動
に
協
力
し
、
普
及
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

木
の
漢
字
表
記
、
葉
・
花
の

イ
ラ
ス
ト
、
特
徴
等
を
入
れ

た
二
二
㎝
×
一
六
㎝
で
、
地

上
一
ｍ
く
ら
い
の
所
に
人
か

ら
見
え
や
す
く
斜
め
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皿
ヶ
峰
風
景
林
へ
は
、
標

高
九
五
〇
ｍ
ま
で
車
で
の
通

行
が
可
能
で
、
登
山
道
入
口

に
は
、
夏
場
で
も
岩
の
間
か

ら
冷
気
が
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の

よ
う
に
白
い
霧
と
な
っ
て
吹

き
出
す
「
風
穴
」
が
あ
り
、

頂
上
途
中
の
「
竜

神
平
」
に
は
避
難

小
屋
も
設
置
さ
れ
、

老
若
男
女
問
わ
ず

多
く
の
方
が
登
山

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
森
林
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場

を
大
切
に
し
て
い

く
た
め
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

樹木名板の設置

二村署長と岩神代表代行の協定式


